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立 神 峡 里 地 公 園 だ よ り立 神 峡 里 地 公 園 だ よ り
活動報告

▲狙いを定めて！！ ▲自分たちで作るととても美味しい ▲おやすみなさーい

○宿泊通学
　氷川町の竜北西部小学校・竜北東小学校・宮原小学校の６年生の児童が、立神峡里地公園にある里地屋敷に
てクラスごとに２泊３日の宿泊通学を行いました。
　里地屋敷の生活では、薪を使った調理を行います。ナタで薪をわって火をおこし、ご飯を炊き、お風呂も薪で
沸かす五右衛門風呂です。みんな、初めての体験が多く「薪割りが楽しかった～」と言う感想もあれば、玉ねぎ
や、煙で「目が痛い～」と言っている子もいました。食事もおいしく、お風呂もみんなで入れてとっても楽しそう
でした。協力し合い、昔ながらの里山での暮らしを堪能して通学して行く子どもたちを見送る事ができました。

お問い合わせ先　立神峡公園管理組合　担当：幸山　☎0965-62-1543

日　時　８月12日（木）　21時から22時
場　所　立神峡公園管理棟横芝生広場

参参 者者加加 募募集集
ペルセウス座流星群観察会

　夏休み期間はふくろう館をぜひご利
用下さい。えほんコーナーや木のおも
ちゃを準備しております。イベントは随
時行なっております。
・木を使った押しピン作り
・木を使ったクリップ作り
・竹を使った水鉄砲作り　等

ふくろう館

　森のようちえん全国巡回写真展が立神峡里地公園にやってきます。日本全国での森のようちえんの活動風景
や子どもたちの笑顔がとても素敵です。子どもたちの楽しそうな笑顔に会いに来ませんか？
　期間は８月10日（火）から31日（土）までの３週間、立神峡里地公園内の研修室にて行います。のんびりと写
真を眺めながらくつろげる喫茶コーナーもオープンします。写真展は入場無料となっておりますので、気軽にお
立ち寄りください。
　森のようちえん「りとろ」では、幼児期の自然体験活動を行っております。未就学のお子様と保護者の方を対
象に、８月21日(土)にミニ体験会＆説明会を開催します。
　時間は、10時から１時間半程度を予定しております。詳しくは立神峡公園管理棟までお問い合わせくださ
い。

森のようちえん全国巡回写真展

内　容
　夜空に吸い込まれるように消えて
いく流星。数ある流星群の中でも、
最も華やかに出現するペルセウス座
流星群をみんなで楽しみましょう。
参加費　無料


